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火星にそなへて新機二つ

　　25糎カセグレン式赤道儀

及び　15糎　昌ユ1トン式赤道儀

　　　　　　　大阪市電氣科學館プラネタリウム藏

　　　　　　　製作一西村繁次耶氏

i
i

’”i

iVlua　i　1

　メ
　
一
　
．
・
濯
璽
■

、
マ
鼠
離

一6，、
ブ
卸
ム

，
ゾ
　
　
”
L
■
彫

嚇4糟画、．



東亜天文協會頒布印刷物目録

　　　題　　　名
○攣光星　報　告　（第1號）

○墜　光　星　報　告　（14年度前牟）

○　　　　　〃　　　　　（14年度後牛）

○　　　　　〃　　　　　（15年度前牟）

○流　星．観　測　法
○流星群の遽度決定の一方法

○吉井耕一氏の撮影せる流星鳥眞について

01936年六月19日の日蝕観測假報告

○黄道光の光度について

○黄道光の諸問題
○ニ　ウ　ト　ン　の　傳

○久米榮左衡門と天丈學

○印度洋航海日誌
○山　と　天　丈　常　識

0學　術　と　宗　敏
○精密畢としての天：文學

○標準時に就．いて

○経緯度の天丈學
○火星協同観測結果報告　（15年）

O反景鏡の球颪とi調物面との藪宇的差異

○太陽黒黒占観測法
○天鷺宇宙の　話
○星　　か　　げ（歌集）

○満洲の氣候と天上の花

O標　準　天　丈　學
○彗星総目録（英丈）
・1921年のI臆縫鯉川）
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○携帯用馬歯眼覗雨用反射鏡に關する試作概況藤波重次

0太陽面経緯度圃（8赦一組）　　　　　山本一清監修

○簡　　易　　星　　圖　　　　　　　　tf

O草場恒星圖（解説書付）　　　　〃
○新輯エハガキ（一組8放）　　　　　　”．

　　　　　　　　　　（裏を見よ）
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　　　　　　　　　東亜天文協會頒布天文篇翼魔録

天女窮眞（第1輯）　一枚に付き金1圓40鏡（逡料共）．皆，非常に珍らしいもので，

　始めて頼布されるもの，叉は日本では殆んど手に入らぬものばかりです．すべて説

　明丈つきです・

　1．土　星　　リグ天丈塁にて観察されたもの．今回の接近の記念として酒好晶．

　2．ペルーの皆既日食　　1937年六月8日，花山の観測隊が撮影したもの・

　3．フィンスラ彗星　　1937年七月，賑やかなペルセ星座を北進する景観・

　4．盛装のアインスタイン博士　　相識原理の創設者の見事な目鼻．

　5．小マゼラン雲　　近年の宇宙研究上に有名な天醒で，日本では見えない珍景・
　Z，オリオン大屋霧　　白く輝く蝶ネクタイ型の大ガス星霧，一幅の大宇宙霊．

　8．ヘルクレス球状星圏　望遠鏡で見得る最も最大なる宇宙の一つ．

　　　　　　　　　　　　　　以　下　編　刊

二二観象壷頒霜天文：薦麗夙志
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　星の日週運動（1，5，7）

．金星の掩蔽出現（3，5，6）

．小遊星と蟹星霧（3，6）

ヘルクレス座新星の光度鴻長（1・5）

皆既月食の維過（3，6）

太陽黒黙の生ぴ立ち（3，6）

アン・ドロメダ大星霧（1，5，6）

北アメリカ星雲（3，6）

ペルテア彗星の接近（3，6）

ダニエル彗星の再現（3，5，6）

ブインスラ1彗星（5，6，7）

日食帯食紹≦過（8，　9）

　　　　　　　　　　慣
（1）手札」又バカピネ牟載密着

（2）　　　ノノ　　　　　　　〃　　　　弓iで申

（3）ポスト形密着
（4）　カ　　ビ　　ネ　　形　　　　　〃

（5）　　　〃’　　　　　　　　　　　　弓1で申

13鏡

20銭

15淺

20鍵

35鍵

13．日の出は小さV・（3，6）

14．月食（地球の影）（2，5，6）

15．バ1ナiド星の蓮動（3，6）

　16．水星の日面通過（2，5）

　17．カニンガム彗星（2，5，6）

　18．パラスケボポウPス彗星（2，5，6，7）

　19．十七世紀の天球圖（縮岡）（4，7）

　20．同　　　太陽系圓（〃『）（4，7）

　21．同的中，日食部，日本島（1！）（4，7）

　22．四大遊星接近

　23．メシエ第35番星

　　　　　以　下　績　刊
表　（i途料共）

　　（6）八切（四切続載）引伸　　70鏡

　　（7）四切　　　　　　ノ／　1圓30饒

　　（8）八切　　　特殊〃　　　2圓

　　（9）四切　　　　〃　〃　　　3圓

上記のもの皆本會事務局で取り次ぎ致します．

　　　　　　　　　　観測閣印刷物
○太陽黒壇場告用紙　　　　（一枚3畿）　瀬戸黄道光観測所当

盤量翻転聡1－6瞳隆＝媛1謝濯議小鰭二郎醜
○璽星観測困星圏
○愛星観測報告用紙
○黄難光軸剃用漂鳥
○黄蓮光蟹測報土用紙

○木星スケチ用紙
○火星スケチ用紙

1＝媛1劉倉敷天煽宛

ε＝隣邸虚血細鱗鏑織豊

1＝媛1隠遊顕激論歎良函嶺
（ミ銭二丁各・々　5赦迄　3盆蔓）

◎御注丈は凡て：滋賀縣堅田局旺内　東亜天女鎌錠事務局報（振替口座大阪56765番）



　　　　　　　　　　　　　　天文篇翼（第1輔

　　　　　　　　　　　　　　　　論　　明　　書

1．土　星　　天界に於いて最も美しい姿は實に土星と其の輪である．これは故バ1ナi

　ド博士がリク二丈毫に滞在中の一夜，口裡92センチの大赤道儀望蓮鏡により，其の鎗眼

　の覗力を而して最も精密に観測したものであって，現代の寓眞術では到底及ばない正確

　な形を現はしてみる．土星は木星と共に，太陽系申の最大遊星の一つで，直裡は地球の

　10倍あり，輪は更に其れに籔倍する．この輪は無籔の微塵星が羅列して圭星のまはbを

　廻ってみるものである．

2．ペルーB食のコPtナ　　昭和12年（1937年）六月8日，南米ペルー國ワンチャコ村の海

　岸で，山本一・V9博士指導の下に，柴田・堀井爾理學士が撮影した皆既日食のコロナの寓

　眞である，カメラは焦黒占距離9．7メ！トル，露出は10秒であった．空は豫に美しく晴れわ

　ナこり，幾萬の群集は此の肚観を西の空に瀞契したものであった．

3．ブインスラ彗星　　昭和12年（1937年）の七月初め，　スヰスの天丈家フィンスラ氏に襲

　見された此の彗星は，近年稀に見る見事な尾を引いて，北天に現はれ，全世界の八丈プ

　アンを喜ばせた。之れは来國パロマ山上の新天文塞に於いて，口樫45センチ（焦黙距離

　90センチ）のシミト・カメラにより撮影されたもので，窩眞の右上部に彗星が大きく現は．

　れ，叉左上部の大きい星は，ペルセ座のア星，下中部の星は同座デ星である．其の他

　の晶々は詳細な星圖と比較して頂きナ：い．爲眞の上は西，下は束，左は北，右は南であ

　る．讐通の彗星爲眞は長時間の露出を要するため，恒星が画線になってみるのだが，此

　の罵眞は強力なシミト・カメラで短時間の露出であったため，星は皆黙像である．

4．アインスタイン湧士　　相図原理の創案者であるアルベルト・アインスタイシ傅士は

　数理天丈心界に於ける現代の最大巨星である．1879年（明治12年）ドイツに庄れ，スヰ

　スとドイツとで研究に從事したが，今は冷罵プリン象トン大払の特別講座を主裁してゐ

　る．此の寓眞は近年，オクスフオド大學で名札温位を受領し，尚ほ，ロ1ヅ記念講演を

　した際，學心服に盛装しずこ姿である．

5．小マEラン星雲　　天の南極から16度の距離で，巨虜鳥（トウカン）星座の東南隅に

　ある此の「小マゼラン」の星雲は，それより遙か東方（（旗魚（カ・じき）星座））にある「大

　マゼラン」星雲と共に，天の七不思議の一gである．天の河からは35度も離れてみるか

　ら，全く無關係のものであるけれど，見たところは，．やはb天の河の一部が千切れて飛

　んだかのやうに，天空に輝やき，全艦の廣がり．は東西も南北も共に約3度以上にも及ぶ

　が，しかし其の南西部に最も多くの星が密集し，それから北東へ微星や大小の星團が蓮

　摂してみる．との星雲は吾が太陽系から約95，000光年の距離にあって，直樫は6，000光年

　もあるし，叉，其の中には幾十萬の恒星と共に，約800個の憂星と，40飴の球歌話團や

　星霧を含んでみるから，優に之れは一個の小宇宙である．爲眞の東端にある大星團はト

　ウカン座の47番と呼ぶ有名な天鰹である．このマゼラン星雲は塁醒よりも南方に於いて

　毎年秋の夕刻に見えるものである．

　　　　　　　　　　　　　　束竈天女協會



　　　　　　　　　　　東亜天：文協會

　　　　　　　　　會員fこ關する報皆

〔舞茸者〕

　島　田　恒　男（京都）　　柳　　自　　相（京城）　　吉　田　塚　實（大連）

　遠山潤二郎（東京）　　小　川　美　彦（東京）　　青　木　健　二（山ロ）

　小山泰三耶（東京）　　鈴　木　春　海（東京）　　土田米三郎（東京）

　岩城　馨（静岡）　黒柳清一（静岡）　村山定男（東京）
〔観測郭入部〕

　吉田麩實（大蓮）　遠山潤二郎（東京）　鈴木春海（東京）
　小川清雄（東京）　　府立化學工業（東京）　　乾　　成　美（京都）

　渡　木　慶　雄（宮崎）

注意：御移轄の節には直ちに前佳所をも併記して御通知下さい．観測部（へλ部）の方

　　は其旨附記して下さい．

昭和i6年野球費灘一領牧者旧名

愈費　（4圓究納）

　早瀬正耶（大阪）
　松　山　基　範（京都）

　小　泉　末　吉（布施）

　久　見　良　夫（東京）

　吉池浩暢（長野）
　小　川　清　雄（東京）

　西岡丈安（和歌山）
　影　山　辰　男（横濱）

　茂原良知（池田）
　小林新一郎（長野）

　大島幹造（岡山）
　廣　井　　猛（三重）

同（一部完綿）

　島田音村（和歌山）

　畏谷川一郎（紳戸）

　小川美彦（東京）
　岩　城　　馨（静岡）

観測部萱完納．（2圓40銭）

　遠山潤二郎（東京〉

　小　川　清　雄i（東京）

　　　　（順序不同）

長谷川峰造（兵庫）

三　山奇　善．ZF（香川）

井伊秀勇（大阪）
船津佳三耶（東京）

水　野　彦　三（大阪）

東京一申天丈部

中島信之（福井）

乾成美（大阪）
乾　久期（紳戸）

渡木慶雄（宮崎）

南條行造（鳥取）
山　田　如　義（名古屋）

柳自相（京城）
大阪女墨院（大阪）
黒　　音区　？青　　一　（静岡）

岸　　菊　夫（東京）

鈴　木　春　海（東京）

（領攻通知に代ふ）

高木重子（兵庫）
河原塚確司（北京）

一宮一男（宇和島）

三島市太鄭（延岡）

坂　　上　　務（鼻曲島）

府立化學工業（東京）

大　谷　　武（東京）

遠山潤、二郎（東京）

藤　原　　博（愛媛）

土田米ミ郎（東京）

藤　本　秀　夫（大阪）

本井公夫（熊本）

醍　醐　　瑛（横濱）

鈴木春海（東京）
青　木　健　二（山口）

大阪屋號書店（京城）

渡木慶雄（宮崎）

（16－4－30糸帝切）



長
長
難
事
畏
長

　
　
　
理
部
部

　
會
事

　
　
　
二
野
導

會
副
理
專
回
報

　　東亜天文協會
大正9年（1920年）創立，昭和7年（1932年）改名

　山　本　一　溝（京都市準野宮北町；滋賀縣草津町；同上田上村）

　宮森作造　　　小三孝二郎
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観灘部長
纒理部長
事業部畏
理事（無任所）
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木
宇
大
美

本部所在地
事務局所在地
大阪支部所在地

黄道光観測所

倉敷天女畳　岡山縣倉敷市

滋賀縣堅田局欄内

大阪市電鉱科學舘プラネタリウム

廣島縣沼隈郡瀬戸村

（大阪市四ツ橋）

　　　　　　　　　　　東亜天文協會観測部

　　1．流　星課　（課長和歌山縣有田郡金屋　小楓孝二鄭，幹事　宇野良雄）
　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3．愛　星　課　（課長　木邊成麿，幹事　小澤喜一）

　　4．太　陽　課　（課長　敏，幹事　倉敷天：文肇　本田　實）

　　5．黄道光課（課長田上天文肇山本一清，幹事本田實）
　　6。　豫　　報　　課　　（課長　山本一清，幹事　紳田壼雄）

　　7。機　械課　（課長　京都市東三本木信樂　木言成麿）

　　8．窟　眞　課　（課長　大津市鹿開町　堀井政三）

　　9．遊星面課（課長兵庫冷川鰹郡雲雀丘二丁英太耶，幹事禾邊成麿）
　　10．掩　蔽　課　（課長　大阪市住吉鳳萬代西4の52　高城武夫）

　　11．月　面　課　（課長　伊蓬英太鄭）

　　12・歴史研究課　（課長　兵庫謡本山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　　観測部規定　（昭和6年11月22日制定）

第1條　　本観測部ノ・東亜天文協會ノ目的テ達スル染筆ノー事業トシテ，天髄ノ観測

　　研究チ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　東亜天文協會員ノ・希望ニヨリ本観測部員トナル事が出來ル。

第5條　　部員ハ観測上ノ必要ニヨリ課長ノ指導及ビ東亜天丈ブレテン，東亜天丈二

三急報並ビニ種々ノ印刷物ノ配布テ受ケル．

御申込みは 滋賀縣堅田局涯内　東亜天丈協禽　（電疑蟹田郵便局）

（判金は安全，確實な馴初口座大阪56765番へ）
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滋賀縣滋賀郡眞野村大字眞野513

　　同　　　　　　上

京都市上京匪上椹木町千本東入

　　同　　　　　　上

東京市芝臨南佐久間町2／4

第24・號麟1誰1肝昌麗㊧〔定債金・・鏡〕幽金・厘

　　　　　　　　　　　　　　　（震蓋額畠（囎大阪56765）

　　同　　　　　　上

眞　美　EIJ刷　所〔電西陣3702〕

　　　　　　橋本　岩　太　耶
恒　　　　星　　　　殖ま：　（振替東京64738）
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